部下を認めて誉めるのためのいつくかのガイドライン:

· 従業員がよい仕事とは何か理解できるように、基準を確立し、それを明確にはっきりと伝えること。部下への期待とその評価について定期的に話し合うこと。

· 誉めるべきことを探すために、常に目と耳をオープンにすること。自分のお気に入りだけでなく、すべての従業員を認めて誉める好機を探すこと。
· よい業績だけでなく、すばらしい努力も誉めるようにすること。従業員の視点から物事を見るようにすること。自分にとって簡単なことでも従業員にとっては非常に難しいことがある。誉めるときは誠意を持って誉め、嘘誉めは避けること。いい業績を出してもらいたいと思う余りに、いい仕事をしていないのに誉めることは避けること。いい仕事をしたか、いい仕事をしているという証拠がある時に誉めること。

· できるだけすぐに誉めること。即座に認めことが一番効果的である。時間が経ってからでは、誉めの効果が減少する。

· 従業員が誉めるに値することをしたり、他の従業員にいい影響を与えることをしたりした場合、そのことを特定して誉めること。チームと同様に個人を誉める好機を探すこと。皆の前で、チームの業績を誉めること

· 誉めには動機を引き出す力があり、時間を作って探せば誉めの材料には事欠かないということを、自分自身が忘れないようにすること。
理由もなく人を誉めれば、人は確実に軽蔑的になるだろう。そして他の人は自分の欠点を探すようになるだろう。 

セラ・フィールディング (1710-1768)、
英語の作家、デービッド・シンプル
有機体が何かをする方法を学び、その行動を獲得してかなり日が経ってからでも、引き続き強化を与えることが、もちろん重要である。その行動を強力なものにするためには必要なことである。
BFスキナー (1904-1990)、 行動学者、 
ハーバード・エジュケーショナル・レビュー、ハーバード大学、1954年

